
発熱部の異常を事前に検知 	

サーマルセンサー、ビデオカメラ、 ガス検知一体型システム 	
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事前火災検知装置の概要	

工場火災などの火元を事前に検知するする防災装置として開発しました。 
モノレールに搭載された「事前火災検知システム」(以下本機)は、消却場の炉な
ど発火の危険性のある場所に設置します。モノレールに搭載された本機が異常な
過熱部を上下左右回転しながら検知しながら移動します。本機の機能は、指定し
た温度以上(上限500℃)を認識するサーマルセンサーとその部分をリアルタイム
に可視化するカメラ、周囲の揮発性ガスを検知するモジュール等をパッケージに
しました。本機で認識した全てのデータは、無線で通信され、遠隔でモニタリン
グするシステムです。さらに、異常な過熱部を認識した際の通報は、予め登録し
たスマホなどにメールする事も可能です。モノレールは、本体の給電と位置認識
を機能とする構造です。 
 



火災を未然に感知 !!  
事前に現場の有事を知らせる	

＜視野範囲を温度監視＞ 
•  モノレール上に設置されたサーマ ルセンサー温度監視
(0～450°C)により視野範囲内の過熱部をリアルタイム
に監視します。 

＜揮発性ガスを検知＞ 
•  可燃性ガス検知装置を搭載しました。 
＜稼働センサーの位置を認識＞ 
•  モノール監視移動装置の現在の移動位置を認識して遠隔
操作でモニターが可能 (異常が通知されます) 

＜映像と制御データは無線で伝送＞ 
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モノレール型と固定型 	
•  モノレール型: 架設されたモノレール上を装置が自動移動で監視します。モノ レールは、

曲面、直線式など現場の環境に合わせて架設可能です。 レール上を移動させることで
有事の位置(場 所)をこまめに検査するので、その場所を適格に確認することができ ま
す。 	

	
•  固定型: 監視すべき場所に設置します。データーの伝送は、有線式、無線式が選択で

きます 	

固定式	移動モノレール型	
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Hibino Data-Com

検知動作(デフォルト)

レール上走行往復動作(デフォルト)

サーマルセンサー検知領域
・予め設定された温度(50〜500℃)以上の発熱部を検知

異常発熱部または揮発性ガスを
検知するとブザーで表示

無線送受信機

Wi FI ルータ

登録された携帯端末

異常通報を受信

走行位置認識

揮発性ガス漏洩検知(濃度1500ppm)
・メタン、水素、プロパン、イソブタン

異常発熱部



適　用　場　所	

•  製鉄所高炉など周辺の異常発熱の監視 

•  無人物流倉庫の発熱の監視 

•  地下共同溝の遠隔監視 

•  無人変電所の異常発熱の監視	
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① 給電モノレール	

•  AC100V	

•  走行駆動方式：ギア^チェン（ギアー
モーターと同期）	

② アンテナ	

•  送受信ダイバシティーアンテナ	

③ 制御部	

•  無線モジュール	

•  ブラシレスモーター	

•  可燃性ガスセンサーモジュール	

•  各モジュール制御インターフェース	

④ 旋回部	

•  パン/チルト プリセット旋回	

⑤ カメラ	

•  高感度IPカメラ	

⑥ 熱検知センサー	

•  赤外線サーモグラフィー	
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システム仕様	


